
商品名

リーマン チャイルド＆ジュニアシート

フィーカ FIKA

年少者用補助乗車装置 G Ⅰ､Ⅱ、Ⅲ

型式 : 1024

取扱説明書

はじめにお読みください

保証書付

このたびは、リーマン・チャイルド＆ジュニアシートをお買い上げいただき、誠に
ありがとうございます。安全のため、ご使用の前には、必ず本書をお読みの上、記載
された内容に従って正しくお使いください。また、取り付け後も大切に保管し、必要
に応じてお読み下さい。

●本装置は「汎用」年少者用補助乗車装置です。　本装置は車両で一般的に使用するもの
として、規則N0.44の 04改訂シリーズに基づいて認可されており、一部を除いて大抵の
車両のシートに適合します。

●車両メーカーの車両ハンドブックに当該車両がこの年齢層向けの「汎用」年少者用補助
乗車装置を搭載できると記載されていれば、装置が正しく取り付けられることはほぼ
確実です。

●本装置は、認可された車両がUN/ECE規則N0.16または同等の基準で認可された3点式
／巻取り装置なし／巻取り装置付き安全ベルトを装備している場合のみ適しています。

●本年少者用補助乗車装置は、この注意書きが貼付されていない従来の設計よりも厳しい
条件に基づいて「汎用」装置に分類されています。

●疑問があるときは、年少者用補助乗車装置のメーカーか販売店にご相談ください。

お使いいただく前に

11911-10321

組み立て

チャイルドモードの
使い方

ハイバックモードの
使い方

チャイルドモードへの
戻し方

ブースターモードの
使い方

お手入れの仕方

保管／廃棄の仕方
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●この取扱説明書では、安全に
ご使用していただくため、特に
守っていただきたいことなど次
のマークで表示しています。い
ずれも安全に関する内容ですの
で、必ず守ってください。

●この取扱説明書は、お読みに
なった後も大切に保管し（本体
カバー外側ポケット）、必要に
応じてお読みください。

より安全、快適にご使用いただく上で知っておいて
いただきたいこと。

安全のため、かならず確認していただきたいこと。

図示されている内容の禁止を示しています。

記載内容を守らないと傷害または事故につながる
おそれがあります。

記載内容を守らないと生命の危機または、重大な
傷害につながるおそれがあります。

警告

注意

お
使
い
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だ
く
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に
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使
い
い
た
だ
く
前
に

Ch
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Ch
eck

チャイルドシートは、交通事故
などの際にお子さまの傷害を
軽減することを目的として
おり、必ずしも事故からお子
さまを無傷で守るものでは
ありません。
また、チャイルドシートを使用
するときは、必ず保護者の方が
同乗してください。

アドバイス
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取扱説明書

付属品■本体正面

●ヘッドサポート

●ランバーサポート

●カップホルダー

●取扱説明書
　（保証書付）

●お客様登録カード
　※必ず投函してください

●プライバシーシール
●取扱説明書
　収納ポケット

バックル●

プレス●
ボタン　

●アジャスターレバー

タング●

バックルカバー●

■本体背面

●車両シートベルト
　通し位置

（ハイバックモード・

　ブースターモード時）

●車両シートベルト
　通し位置

（チャイルドモード時）

アジャスト●
ベルト　

●幼児ベルト
　（肩ベルト）

●肩ベルトカバー

ベルトガイド●

●カップホルダー
　差込口

●幼児ベルト
　通し穴

●アームレスト

幼児ベルト●
通し穴　

●ヘッドレスト
　アジャスタボタン

ヘッドレスト●

背もたれ●

座面●

●背面カバー

肩ベルト●
ハンガー　

アジャスト●
ベルト　

幼児ベルト●
（肩ベルト）

●ロックオフレバー肩ベルトカバー●
連結ベルト　

（シートベルト通し穴）

ご使用前に、各部品がそろっているかご確認ください。
なお、使用方法などをわかりやすく説明するために、この取扱説明書で使用しているイラストは、実際

と異なる場合があります。

●ご使用前に、「保証書（P64）」に次の項目を記入してください。
　①シリアルNo．（座面の底面部に貼ってあるシールに記載されています）
　②お客さまのお名前・ご住所・電話番号　　③販売店名
●領収書（レシート）を本書と一緒に保管してください。

各部の名称

アドバイス

●お子さまのいたずら防止の
ため、アジャスターレバーは
見えにくい場所にあります。
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警告

警告

お子さまの体重にあわせた使い方 シートベルトの種類と使用上の注意

お子さまの体重に合わせ、3つのモードで使用します。

チャイルドモード ブースターモード

使用状態

体重条件

身長のめやす

年齢のめやす

使用方法

9kg 以上〜18kg 以下

70〜105cm

1才頃〜4才頃

15kg 以上〜25kg 以下

98〜120cm

　3才頃〜7才頃

22kg 以上〜36kg 以下

117〜145cm

6才頃〜11才頃

車種適合につきましては当社サイトにてご確認いただくか、チャイ
ルドシート販売店にてご相談ください。  URL : www.leaman.co.jp

●取り付け可能なシートベルト

3 点 式

巻取装置有り

ELR付

肩側

○

腰側

×

ALR付

肩側

※

腰側

※

NLR付

肩側

○

腰側

○

パッシブ

×

巻取装置
無し

○

（○：取り付け可能　×：取り付け不可　※：下表参考）●車両シートベルトの種類

●車両には、各種のシ
ートベルトが装着
さ れ て います。　
それぞれの特徴も
違い、取り付け方法
も変わってきます。

　チャイルドシート
を正しく安全に使
用するために、お
客さまの車両（シ
ートベルト）に合っ
た取り付け方法で
装着してください。

2点式シートベ
ルトには取り付
けできません。

特　長

本装置の取り付け注意点

チャイルドモード ハイバックモード／ブースターモード

ELR・ALR 付
3 点式シートベルト
チャイルドシート

固定機構付
ベルト巻取装置

自動ロック式
ベルト巻取装置

ALR 付
3 点式シートべルト

ELR 付
3 点式シートべルト

緊急ロック式
ベルト巻取装置

NLR 付
3 点式シートベルト

パッシブ
シートベルト

その他の
シートベルト

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

通常は ELR ベルトとして機能しま
すが、ベルトを全量引き出すと
ALR 機能に切り替わり、戻す方向
にベルトが自動的にしまるシート
ベルトです。また、ベルト全量戻し
たときには ELR 機能に戻ります。

チャイルドシートをロックオフレ
バーでしっかりと固定してから、シ
ートベルトを全部引き出し、ALR
機能に切り換えてください。

シートベルトを全量引き出すと
ALR 機能が働き、危険ですので、
ALR 機能を使用しないでくださ
い。

ベルトを引き出す途中で手を止め
ると自動的にベルトがロックさ
れ、それ以上引き出せません。

チャイルドシートを固定するのに必要
なだけの長さを一気に引き出してか
ら、チャイルドシートをロックオフレ
バーでしっかりと固定してください。

通常は、ベルトが自由に出入りし、
衝撃（急ブレーキなど）を感知した
ときに、ベルトがその時点で伸び
なくなりロックされます。

肩ベルトをロックオフレバーでし

っかりと固定してください。

ロック機構がなく、ベルトを全量引
き出した状態で長さを調節します。

座席に乗ってドアを閉めると自動的
にシートベルトが装着され、ドアを
開けると自動的にシートベルトが外
れるタイプのシートベルト。

巻き取り装置から全量引き出し、本
体の取り付けに合わせシートベル
トの長さを調節し、固定します。

チャイルドシートを固定すること
ができません。

表記載されていないものすべて。 チャイルドシートを固定すること
ができません。

チャイルドシートを固定すること
ができません。

チャイルドシートを固定すること
ができません。

チャイルドシートに合わせシート
ベルトの長さを調節し、取り付けて
ください。

ゆっくりとシートベルトを引き出

し、取り付けてください。

チャイルドシートを固定すること
ができません。

取り付けの際は、装着車両の取扱
説明書もお確かめください。

本装置は車両が 3 点式／巻
取装置なし／巻取装置付座席
ベルトを装着している場合に
使用できます。

注意

ハイバックモード

●「身長のめやす」や「年齢のめやす」は、あくまでもめやすですので、もし身長や年齢が上記条件を満たし
ている場合でも、「体重条件」を満たしていないお子さまは、そのモードではご使用できません。

モード

P21〜P36参照 P51〜P54参照P37〜P50参照取り付け説明

チャイルドシートを車両シート
ベルトで座席に取り付け、チャイルド
シートの幼児ベルトでお子さまを
拘束します。

幼児ベルトは使用せず、車両シート
ベルトでお子さまを拘束します。
肩が上段ベルト通し穴より低く体
重が 18kg 以下の場合はできる限
りチャイルドモードを使用するこ
とをおすすめします。

幼児ベルトやバックルを収納し、
背もたれも取りはずして座面のみ
で使用します。
車両シートベルトでお子さまを直
接拘束します。
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取り付けできない座席

●3点式シートベルトで上下取
り付け部が共に巻取り式の
座席。

●シートベルトの付いていない
座席。

●2 点式シートベルトの座席。

●エアバッグが装備されてい
る座席。（サイドエアバッグ
のみの場合は使用できま
す。）

●座席の奥行きが 43cm 以下
の座席。

●シートベルトのバックル部
が座席の中央からでている
座席。

●車両バックルの位置が高く、
チャイルドシートを固定でき
ない座席。

●パッシブシートベルト（座席
に乗ってドアを閉めると自
動的にシートベルトが装着
され、ドアを開けると自動的
にシートベルトが外れるタ
イプのシートベルト。）のつ
いた座席。

●車両進行方向に対し、後向き
および横向きの座席。（衝突
の際にショックを吸収でき
ません。）

●極端なバケットタイプなどの
座席。（取り付けたチャイルド
シートが安定しません。）

●チャイルドシートを取り付け
た際に、運転に支障を及ぼす
車両座席、及び前部中央座席。
（万一のとき乗員の安全が確保
できません。）

●座席の凹凸が極端で、取り付け
たときに不安定になる座席。

●その他、チャイルドシートを
固定できない座席。

警告
車両シートベルトの種類や座席の形状などにより、取扱説明書どおりに固定でき
ないときは、他の座席に取り付けてください。

車両進行方向
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タングプレート

プレスボタン プレスボタン

安全にお使いいただくために

＊記載内容を守らないと、生命の危険または、重大な傷害につながるおそれがあります。警告

●チャイルドシートは取扱説明書
どおりに固定してください。

●車両シートベルトの種類や座席
の形状などにより、取扱説明書
どおりに固定できないときは、
他の座席に取り付けてください。

●腰ベルトで骨盤がしっかりと
拘束されるように必ず腰ベルト
を低く下げて着用させてくだ
さい。

●チャイルドシートのバックル
をはずしたままでのご使用は
危険ですので絶対におやめく
ださい。

●お子さまの不特定な行動により、
ベルトが首に巻きつくおそれ
があるため、必ず保護者が同乗し、
使用してください。

緊急時には‥

衝突などの緊急時には、あわてず速やかにお子さまを救出してください。

バックルのプレスボタンを押し、タングプレートを
はずします。
幼児ベルトをお子さまからはずしお子さまを救出し
てください。

プレスボタンを押して
も、タングプレートが
はずれない場合は鋭利
な刃物で幼児ベルトを
切断してお子さまを救出
してください。

アドバイス

■チャイルドモード時

車両バックルのプレスボタンを押してシートベルト
のロックを解除し、お子さまにかかっているシート
ベルトを外します。

車両バックルのプレス
ボタンを押しても、タン
グプレートがはずれな
い場合は鋭利な刃物で
車両シートベルトを切
断してお子さまを救出し
てください。

アドバイス

■ハイバック／ブースターモード時

●エアバッグが装備されてい
る座席には使用しないでく
ださい。作動したエアバッグ
により、大きな衝撃を受け危
険です。
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●衝突事故や製品を落下させる
など一度でも強い衝撃を受けた
チャイルドシートは、外観に
破損がなくても絶対に使用
しないでください。

●お子さまが乗っていない場合、
チャイルドシートはトランク
に収納しておくか、車両シート
ベルトでしっかりと固定して
おいてください。

●運転中にチャイルドシートの
操作（ベルト調節・角度調節
などの操作）をしないでくだ
さい。

●チャイルドシートを改造した
り、カバー類・ウレタンなど
は取りはずして使用しないで
ください。

●1 時間以上連続して使用しない
でください。

＊記載内容を守らないと、生命の危険または、重大な傷害につながるおそれがあります。警告

●保護者が各部分に触れて、
やけどしないことを確認の上、
お子さまを乗せてください。●お子さまを車内にひとりで放置

することはおやめください。

●お子さまが、バックルのプレス
ボタンを押さないように注意
してください。ときどきタング
プレートがバックルからはずれ
ていないことを確認してくだ
さい。

●チャイルドシートを助手席に
取り付けたとき、チャイルド
シートとシフトノブやサイド
ブレーキなどが干渉する場合
があります。干渉する場合に
は助手席でのご使用をやめ、
後部座席でご使用ください。

●後部座席に人が乗る場合の 2
ドア・3 ドア車の助手席や、
1BOX 車やミニバンのセカンド
シート乗降口側には、緊急時
の脱出口確保のため、取り付け
ないでください。

●背もたれのみでは使用しない
でください。

●車の座席にクッションや座布団
を敷いたまま、取り付けない
でください。しっかり固定され
ません。

●チャイルドシートを保管する
際には、強い衝撃を与えたり、
屋外など日光が当たる場所に
長期間放置しないでください。

安全にお使いいただくために

●シートカバーを外したまま使用
しないでください。

●専用カバー以外は使用しないで
ください。（衝突時の安全性能に
影響を与えるおそれがありま
す。）
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●チャイルドシートを取り付ける
際 は、取 り 付
け る 車 両 の
マニュアルを
併せてお読み
ください。

●車両シートベルト及びチャイルド
シートのベルトを鋭利なもので
傷つけないようにご注意ください。

●チャイルドシートは車両以外
でのご使用をおやめください。

●衝突の際、傷害を与える可能性
のある荷物などはしっかり固定
しておいてください。

●お子さまの乗り降りの際など、
チャイルドシートのアームレスト
の端に体重をかけると、転倒し
てケガなどをするおそれがあり
ます。

●お子さまだけで乗り降りする
と危険です。乗せ降ろしは必ず
保護者の方がおこなってくだ
さい。

●可 動 式 シ ー ト ま た は 車 両 の
ドアに剛性部分（プラスチック
部分等）がはさまれないよう
にチャイルドシートを取り付
けてください。

●車両シートの材質、形状により、
キズや跡がつく場合があります
のでご注意ください。

　チャイルドシートと車両シート
が接する面にはタオルなどを
あてて、ご使用ください。

＊記載内容を守らないと傷害または事故につながるおそれがあります。

●お 子 さ ま を 乗 せ る 際 に は 、
チャイルドシートの取り付け
状態を再確認し、正しい状態
で 走 行 し て く だ さ い。 ま た、
走行中や走行後も異常がない
こ と を 確 認 し て く だ さ い。 

（確認は停車し、安全な状態で
行ってください。）

●チャイルドシートにお子さま
を乗せたまま車両への取り付
け・取り外しはおやめください。

●お子さまがチャイルドシート
の上で立ち上がったり、中腰
になったりしないよう、注意
してください。また、お子さま
の遊び道具にしないでください。

注意

安全にお使いいただくために
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＊座面は横向き、裏返しに梱包されています。

■梱包状態

●組み立てる際は、製品の破損や床の傷つきを防ぐた
め、平らで柔かい床で作業してください。

●組み立てる際は、周辺の物や人に気をつけ、指な
どをはさまないように注意して行ってください。

●組み立てたチャイルドシートを持ち運ぶ際に
は、図のように持ち、背もたれと座面の間に指な
どをはさまないように注意してください。

※組み立てたチャイルドシートの背もたれと座面
の接合部は前後に動きます。

●ベルトなどを、背もたれと座面の間にはさまな
いようご注意ください。

梱包状態から座面をひっくり返し右図のよう
にし、幼児ベルトにねじれがないか確認する。

注意
組
み
立
て

組
み
立
て

本製品は「背もたれ」と「座面」がはずれた状態で梱包されています。
チャイルドモード（P21 参照）や、ハイバックモード（P37 参照）で使用する場合、背もたれと
座面を組み立てて使用します。

背もたれの取り付け

背もたれの取り付け方

1

背もたれ下部のジョイントフック部を座面の
後部のジョイントシャフト部に上から差し込
む。
2幼児ベルト

※幼児ベルトにねじれがないか
　確認して下さい。

幼児ベルト

背もたれ
ジョイントフック部

座面
ジョイントシャフト部

＊取りはずしは、取り付けの逆の手順で行います。

背もたれと座面の
ジョイント部

■組み立て
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背もたれの取り付け方

組
み
立
て

組
み
立
て

ベルト等をはさまないように注意しなが
ら、ゆっくりと背もたれを『カチッ』と音が
するまで起こす。
3

■使用状態

カチッ

ご使用前に、必ず次の内容を確認してください。
チャイルドシートが本来の機能を果たさず、危険を
まねくおそれがあります。

注意

＊取りはずしは、取り付けの逆の手順で行います。 背もたれの取りはずし

ヘッドサポートとランバーサポートの取り付けと使い方

●お子さまをチャイルドシートに座らせる前に、
背もたれと座面がしっかり接合されているかを
ご確認ください。

●チャイルドモードで使用する場合、アームレストの
外側を幼児ベルトが通っていないかをご確認ください。

●幼児ベルト等が座面と背もたれのジョイント部に
はさまれていないかをご確認ください。

●ヘッドサポートは頭周りのクッションとして使用する部品ですが、体型によりお子さまが不快感を感じるようであ
れば、使用を中止してください。

●取りはずしたヘッドサポートやランバーサポートは車内に放置しないでください。
　急ブレーキをかけたときやカーブを曲がる際、車内に転がり、運転に支障をきたすおそれがあります。
●チャイルドシートを持ち運ぶ際は、ヘッドサポートやランバーサポートを持って運ばないでください。
　製品が落下し、製品の破損や床を傷つけるおそれがあります。
●ヘッドサポートやランバーサポートは、この取扱説明書に記載されている使用方法以外では使用しないでください。

①上下を確認し、ヘッドサポート取り付けベルト
を、ヘッドレストの下を通し後ろにまわす。

＊取りはずしは、取り付けの逆の手順で行います。

注意

ヘッドサポートとランバーサポートは、チャイルドモード（P21参照）でのみご使用できま
す。お子さまの体形に合わせ任意にご使用ください。

ヘッドサポートの取り付け ②ヘッドサポート取り付けベルトをヘッドレスト
カバーの内側にあるアジャスターに通す。

ヘッドサポートの取りはずし

アジャスター

■ヘッドレスト背面

ヘッドレスト

ヘッドサポート
取り付けベルト

ヘッドサポート
取り付けベルト

背もたれ

ヘッドサポート裏面
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組
み
立
て

＊取りはずしは、取り付けの逆の手順で行います。

①取り付ける向きと表裏を確認する。
②背もたれの背面カバーをめくる。

③取り付ける方向に注意して、左右のランバーサポ
ートを背面カバー裏側のホックにそれぞれ留める。

ランバーサポートの取り付け

②

③

③

ランバーサポートの取りはずし

カップホルダーの取り付け方

アドバイス

●カップホルダーは、シートの左右どちら側にも取
り付けられます。

カップホルダーを座面横にあるカップホルダー差し
込み口に『カチッ』というまで差し込む。

カップホルダーの取り付け

座面の底にある固定つめを押しながら、カップ
ホルダーを引き抜く。

カップホルダーの取りはずし

カップホルダー

カップホルダー
差し込み口

カップホルダー

カップホルダー
固定つめ

●熱い飲物などをカップホルダーに入れないで
ください、やけどをするおそれがあります。

●カップホルダーが車両のドアなどに干渉す
る場合、反対側に取り付けてください。

●シフトレバーやパーキングブレーキなどの
運転操作の邪魔になる場合、助手席では使
用しないでください。

●カップホルダーにお子さまが体重をかけない
よう、ご注意ください。 破損するおそれがあ
ります。 警告

警告 カップホルダーはすべてのボトルサイズ、カッ
プサイズには適応していません。
飲物のフタを閉める等、走行中も中身がこぼれ
ないことを確認してから、使用してください。

ヘッドサポートとランバーサポートの取り付けと使い方

組
み
立
て

ランバーサポート裏

ランバーサポート表

ランバーサポート
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アジャスターレバーを押しながら

アジャスターレバー
（シートカバーの下にあります。）

幼児ベルトを
強く引く

アジャストベルト

アジャスターレバー

アジャストベルト

肩ベルトカバー

幼児ベルト

警告

チ
�
イ
ル
ド
モ
�
ド
の
使
い
方

チ
�
イ
ル
ド
モ
�
ド
の
使
い
方

アドバイス

体重条件

身長のめやす

年齢のめやす

使用方法

9kg以上〜18kg以下

70〜105cm

1才頃〜4才頃

チャイルドシートを車両シートベルトで座席
に取り付け、チャイルドシートの幼児ベルトで
お子さまを拘束します。

●幼児ベルト通し穴の位置は、お子さまの肩と同じ高さか、

上部の幼児ベルト通し穴をご使用ください。

●左右同じ高さの幼児ベルト通し穴をご使用ください。

お子さまの肩の高さに合わせ、幼児ベルト通し穴の位置を決めてください。

＊バックルの長さや位置は調節できません。幼児ベルトを調節してください。

使用前の準備 お子さまの肩の高さに合わせて、幼児ベルトを調節します。

2

幼児ベルト通し穴の位置を決める。
お子さまをチャイルドシートに深く座らせ、適切な幼児ベルト通し穴
の位置を確かめる。
1

お子さまの肩と同じ高さか、
上部の幼児ベルト通し穴を使用する。

使用前の準備

肩の位置

肩ベルトの高さ調節

●お子さまのいたずら防止のため、アジャスタ
ーレバーは見えにくい場所にあります。

●アジャスターレバーは、奥側を確実に押してく
ださい。

●アジャスターレバーが動かない場合は、アジャス
トベルトを手前に引きながら、アジャスターレ
バー奥側を強く押し込んでください。

＊肩ベルトカバーではなく、幼児ベルトのみを
引いてください。肩ベルトカバーは本体背面
でつながっており引いてもゆるみません。

幼児ベルトを引き出す。
座面のシートカバーの下のアジャスターレバー
の奥側を押しながら、左右両方の幼児ベルト
を強く引き、すべて引き出す。

■チャイルドモードの使い方
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使用前の準備

■本体背面

■本体背面■本体前面
■本体背面 ■本体前面

③幼児ベルトをとめる

肩ベルトハンガー

②幼児ベルト
　を引き抜く

①幼児ベルト
　を通す

②本体背面に
　引き出す

肩ベルト
カバー

幼児ベルト

肩ベルトカバー

幼児ベルト
幼児ベルト
通し穴

警告 必ず肩ベルトカバーを使用して
ください。

ゴム面が下

チ
�
イ
ル
ド
モ
�
ド
の
使
い
方

チ
�
イ
ル
ド
モ
�
ド
の
使
い
方

アドバイス

幼児ベルトを取りはずす。
①本体背面の肩ベルトハンガーから左右の
幼児ベルトをはずす。

②肩ベルトカバーから幼児ベルトを引き抜く。
＊肩ベルトカバーではなく、幼児ベルトを引い
てください。

●肩ベルトカバーが引き抜きにくいときは、本体
正面から肩ベルトカバーの先端を幼児ベルト通
し穴に押し込むようにし、本体背面から引き抜
いてください。

3 肩ベルトカバーの位置を変える。
①本体背面から肩ベルトカバーを左右片方
ずつ引き抜き、一度取りはずす。

※左右の肩ベルトカバーは、本体背面で連結
ベルトにてつながっています。

②肩ベルトカバーを適切な幼児ベルト通し穴
に通す。

＊「肩ベルトの高さ調節」（P21）を参照して
ください。

4 幼児ベルトを取り付ける。
①幼児ベルトを肩ベルトカバーに、ねじれが
ないように通す。

②本体背面に幼児ベルトを引き出す。
③左右の幼児ベルトを肩ベルトハンガーに取り付
ける。

5
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警告

車への取り付け方

チ
�
イ
ル
ド
モ
�
ド
の
使
い
方

チ
�
イ
ル
ド
モ
�
ド
の
使
い
方

アドバイス

●車両シートベルトの種類や座席の形状などにより、取扱説明書どおりに固定できないときは、他の座席に取り付
けてください。

●エアバッグ装備の座席には使用しないでください。衝突時、エアバッグの作動により強い衝撃を受け危険です。
※サイドエアバッグのみ装備されている場合は使用できます。

●車両シートベルトに傷があると、万一のときにベルトが十分な効果を発揮しないおそれがあり危険です。その場
合は他の座席に取り付けてください。

●車両シートベルト以外のひもなどでは固定しないでください。
●チャイルドシートを助手席に取り付けたとき、チャイルドシートとシフトノブやサイドブレーキなどが干渉する
場合があります。干渉する場合には助手席でのご使用をやめ、後部座席でご使用ください。

●お子さまが乗っていない場合、チャイルドシートはトランクに収納しておくか、車両シートベルトでしっかりと
固定しておいてください。

●後部座席に人が乗る場合の2ドア・3ドア車の助手席や、1BOX車やミニバンのセカンドシート乗降口側には、緊
急時の脱出口確保のため、取り付けないでください。

チャイルドシートを正しく取り付けるため、
車の座席を調節する。

●チャイルドモードの際、取り付ける座席にスラ
イド機能がある場合、取り付けが完了した後、
座席を前にスライドさせると、よりしっかり
と取り付けができます。

①チャイルドシートを取り付ける前に、取り付け
る座席を一番後ろにさげます。

②取り付けが完了した後、取り付け座席を前にも
どします。

車両シートベルトの種類や座席の形状などにより、取り付けできない場合があります。
「取り付けできない座席」（P7）を参照してください。

取り付けの注意

取り付ける前に

1

取り付け作業は、ドアを全開できる、平坦な場
所でおこなってください。1

座席の準備

作業スペース確保のため、車両前部座席を前
にスライドさせ、前に倒してください。2

②車両シートベルト
　取り出し口

①はずせる場合は、
　ヘッドレスト
　をはずす。

前向き（車の走行方向）

③

デコボコ 平坦
壁

①一番後ろにさげる

②取り付け完了後、前にもどす

①座席のヘッドレストをはずせる場合は、
はずす。

②車両シートベルトの高さが調節できる場合
は、最下段まで下げる。

③チャイルドシートを前向きに置く。

●取りはずしたヘッドレストは車内に放置しな
いでください。

　急ブレーキをかけたときやカーブを曲がる
際、車内に転がり、運転に支障をきたすおそ
れがあります。

注意
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＊車両シートベルトにねじれがないこと

15°

すき間がある すき間をなくす

15 度前後にする倒しすぎの背もたれ

シートベルト
通し穴

シートベルト
通し穴

車両シートベルト

車両
シートベルト

タング 車両バックル

背面カバー

カチッ

警告

車への取り付け方

チ
�
イ
ル
ド
モ
�
ド
の
使
い
方

チ
�
イ
ル
ド
モ
�
ド
の
使
い
方

車両の座席の背もたれとチャイルドシートと
の間に、すき間ができないよう調節する。

●車両の座席の背もたれがリクライニングで
きない場合は、座席との間にすき間ができ
ないようチャイルドシートの背もたれ角度
を調節してください。

①車両シートベルトにねじれが発生しな
いよう、ゆっくりと引き出し、シートベル
ト通し穴に通す。

②背もたれの背面カバーをめくり、車両シートベルト
がねじれていないことを確認する。

③車両バックルのタングを反対側のシートベルト
通し穴から出す。

④車両バックルに『カチッ』と音がするまで差し込む。

車への取り付け方2
車両シートベルトを取り付ける。1

　チャイルドシートと車両の座席との間にすき間が
あると、事故などの際、本来の機能を果たさず、危険
です。 ＊取りはずしは、取り付けの逆の手順で行います。

① ②

③

④

●座席の背もたれがリクライニングできる場合は、
チャイルドシートの背もたれ角度が 15 度前後になる
よう調節してご使用ください。

　倒しすぎた状態で使用すると、衝突の際などにお子さま
の体が車両シートベルトの下をすり抜けたり、首に
ベルトがかかるおそれがあり、大変危険です。

＊角度チェックには、本書裏表紙の角度チェッカーをご
利用ください。
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すき間にはさみ込む

ロックオフレバー
を開く

車両バックルの
反対側のロックオフレバー 車両シートベルト

車両バックル

警告

車への取り付け方

チ
�
イ
ル
ド
モ
�
ド
の
使
い
方

チ
�
イ
ル
ド
モ
�
ド
の
使
い
方

ロックオフレバーに車両シートベルト（肩側）
をセットする。

①車両バックルと反対側のロックオフレバーを開いて、
車両シートベルト（肩側）をはさむ。

※車両シートベルトはロックオフレバーのすき間の上
まで通すこと。

①座面の上から体重をかけて、チャイルドシート
を車両座席に沈み込ませる。

②車両バックルの上の車両シートベルト（肩側）を
強く引いて、車両シートベルト（腰側）のゆるみ
をなくす。

③ロックオフレバーの上の車両シートベルトを強
く引いて、車両シートベルト（肩側）のゆるみを
なくす。

④ロックオフレバーを手で押し込んで、車両シー
トベルトをしっかりはさむ。

アドバイス

●体重をかけて沈ませたまま、②と③を同時
に、ゆるみがなくなるまで繰り返します。

●車両シートベルト（肩側）をしっかりロッ
クするために、ロックオフレバーは必ず手
で押し込んで閉めます。

車両シートベルトのゆるみをなくし、
チャイルドシートをしっかり固定する。2 3

●車両バックルの反対側のロックオフレバー
のみを使用してください。

ロックオフ
レバー 車両バックル

＊取りはずしは、取り付けの逆の手順で行います。 チャイルドシートの取りはずし

体重をかける

車両シートベルトを
上に強く引く

車両バックル

②

②

体重をかける

③

④

ロックオフレバー

車両シートベルトを矢印の方向に強く引く
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チ
�
イ
ル
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モ
�
ド
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使
い
方

チ
�
イ
ル
ド
モ
�
ド
の
使
い
方

①チャイルドシートと車両の座席との間に大き
なすき間がないこと。

②車両シートベルトのタングが車両バックルに確
実に差し込まれていて、はずれないこと。

③車両シートベルトが強く張られ、ゆるみ・たる
みやねじれがないこと。

④車両バックルベルトにゆるみがないこと。
⑤車両シートベルト（腰側）が、左右のベルト通し
穴の下にかかっていること。

⑥車両シートベルト（肩側）が、車両バックルと反
対側のロックオフレバーで確実にロックされて
いること。

⑦座面を前後左右にゆすり、約 3cm以上動かない
こと。

※構造上、座面が上下に動く場合がありますが、使
用上問題はありません。

警告

●車両バックルがチャイルドシート本体にあたってバックルベルトにゆるみがあると、しっかり固定されず、
危険です。その状態ではご使用できません。

＊車両バックルベルトにゆるみがなく、チャイルドシートがしっかり固定されている場合は、車両バックル
がチャイルドシート本体にあたっていてもご使用できます。

＊ご不明な点は、当社のお客様相談室へお問いあわせください。

車両バックルがチャイルドシート本体にあたっている

チャイルドモードの取り付け完了チェック

車両シートベルト
（肩側）の確認 すき間のないこと

ロックオフレバー

車両シートベルト
（腰側）の確認

車両シートベルト
（腰側）の確認

ゆるみがないこと

ゆるみ・たるみ
ねじれがないこと

はずれないこと

シートベルト通し穴

シートベルト通し穴

動かないこと

①

②

③

④

⑤

⑤

⑥

車両バックル

バックルベルト

チャイルドモードの取り付け完了チェック

取り付けが完了した後、必ず確認してくだ
さい。

以上の項目をチェックして、しっかり取り付けられていない場合は、もう一度 27〜31
ページの手順で取り付けをやり直してください。
やり直してもしっかり取り付けられない場合は、その座席では使用しないでください。
本来の機能を果たさず、危険です。

⑦
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アジャスターレバーを押しながら

アジャスターレバー
(シートカバーの下にあります。)

幼児ベルトを
強く引く

アジャストベルト

アジャスターレバー

アジャストベルト

肩ベルトカバー

幼児ベルト

＊お子さまをおろすときは、1と2の手順で行います。

お子さまの座らせ方

チ
�
イ
ル
ド
モ
�
ド
の
使
い
方

チ
�
イ
ル
ド
モ
�
ド
の
使
い
方

アドバイス

タングをはずす。
バックルのプレスボタンを押して、タングを
はずす。

＊肩ベルトカバーではなく、幼児ベルトのみを
引いてください。肩ベルトカバーは本体背面
でつながっており引いてもゆるみません。

幼児ベルトを引き出す。
座面のシートカバーの下のアジャスターレバー
の奥側を押しながら、左右両方の幼児ベルト
を強く引き、すべて引き出す。

1 2

警告

●かさばる服を着せた状態で、チャイルドシート
に座らせないでください。

●図のような座らせ方では、チャイルドシート
が本来の機能を果たさず、危険です。

①

お子さまの座らせ方

幼児ベルトを長くする（お子さまをおろすときは）

肩ベルトの高さをお子さまの肩の高さに合
わせてください。
※「肩ベルトの高さ調節」（P21）を参照して
ください。

バックルを股に
はさまない

腰ベルトを
はずして結ぶ

お子さまを
正座させる

タング

プレスボタン

警告
お子さまの着席のたびに、必ず
アジャストベルトを引き、お子
さまを拘束してください。

●お子さまのいたずら防止のため、アジャスタ
ーレバーは見えにくい場所にあります。

●アジャスターレバーは、奥側を確実に押してく
ださい。

●アジャスターレバーが動かない場合は、アジャス
トベルトを手前に引きながら、アジャスターレ
バー奥側を強く押し込んでください。
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お子さまの座らせ方

チ
�
イ
ル
ド
モ
�
ド
の
使
い
方

チ
�
イ
ル
ド
モ
�
ド
の
使
い
方

アドバイス

アドバイス

幼児ベルトを調節する。
①幼児ベルト（腰側）が腰骨のできるだけ低い
位置にかかるように調整して、腰部に密着
させる。

②幼児ベルト（肩側）が肩の真ん中にかかるよ
う調整する。

③アジャストベルトを引いて、幼児ベルトの
ゆるみをなくす。

③タングを引っ張り確実に差し込まれたことを確認
する。

●幼児ベルトの拘束のめやすとしては、お子さま
の鎖骨と幼児ベルトの間に指一本が入る程度が
適切です。

●幼児ベルトをゆるめるときは、「幼児ベルトを長
くする」（P33）を参照してください。

●バックルのプレスボタンは、お子さまが誤って
解除できないように固くしてあります。

お子さまを座らせる。
①お子さまを座らせて、左右の腕を幼児ベル
トに通す。

②タングを左右組み合わせて、バックルに『カ
チッ』と音がするまで確実に差し込む。

3 4

警告

●左右のタングが、確実にバックルに差し込ま
れていないと、衝突の際などにお子さまが飛
び出したり、幼児ベルトが首にかかり窒息す
るおそれがあります。

●バックル部分は異物が詰まったり、飲み物が
かかると、ロックが確実にできなくなるなど
故障の原因となります。

＊幼児ベルト（腰側）は低く下げ、必ずお子さまの
骨盤を拘束すること。

●保護者の方が各部分に触れ、やけどな
どをしないことを確認してください。

警告

●幼児ベルトの長さは必ず調節してください。
お子さまに密着していないと、衝突の際など
にお子さまが飛び出したりするおそれがあ
ります。

●幼児ベルトをたるんだ状態で使用すると、
幼児ベルトがお子さまの首にかかり、窒息す
るおそれがあります。

③アジャストベルトを
　手前に引く

②幼児ベルト肩側

①幼児ベルト腰側

左右の幼児ベルトが
ねじれていないこと

タング

左右を組合せ

差し込む

警告

①

①

②
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幼児ベルトは使用せず、車両シートベルトで
お子さまを拘束します。ベルトガイドを使用し
て、車両シートベルト（肩側）をお子さまの肩の
高さに合わせます。（P49 参照）

注意

ハ
イ
バ
�
ク
モ
�
ド
の
使
い
方

ハ
イ
バ
�
ク
モ
�
ド
の
使
い
方

アドバイス

アドバイス

体重条件

身長のめやす

年齢のめやす

使用方法

15kg以上〜25kg以下

98〜120cm

　3才頃〜7才頃

幼児ベルトを引き出す。
①左右のタングを組み合わせて、『カチッ』と音

がするまでタングをバックルに差し込む。
②座面前方のシートカバー下のアジャスタ

ーレバーの奥側を押しながら、左右の幼児ベル
トを手前に引き、ゆるめる。

＊肩ベルトカバーではなく、幼児ベルトのみを
引いてください。肩ベルトカバーは本体背面
でつながっており引いてもゆるみません。

●肩が上段ベルト通し穴より低く、体重が 18kg 以下の場合
はできる限りチャイルドモード（P21 参照）でのご使用をお
すすめします。

使用前の準備 ハイバックモードへの変更の仕方

ハイバックモードへの変更の仕方

●バックルカバー、肩ベルトカバーの取りはずし

1

警告

●チャイルドシートを車の座席から降ろしてから、モードの変更を行ってください。

左右を組合せ①

②

差し込む

アジャスターレバー
の奥側を押しながら

②幼児ベルトを
　引く

アジャストベルト

肩ベルト
カバー

＊取り付けは、取りはずしの逆の手順で行います。

チャイルドモード（P21参照）で使用していた幼児ベルト、バックル、肩ベルトハンガーは
本体に収納します。取りはずさないでください。また、取り付け金具の位置を変更したり
取りはずしたりしないで下さい。（P41参照）

●お子さまのいたずら防止のため、アジャスタ
ーレバーは見えにくい場所にあります。

●アジャスターレバーは、奥側を確実に押してく
ださい。

●アジャスターレバーが動かない場合は、アジャス
トベルトを手前に引きながら、アジャスターレ
バー奥側を強く押し込んでください。

●本製品は 3 点式シートベルト専用です。2 点式シートベルトでは使用できません。
●お子さまが座っていないときでも、必ず車両シートベルトで固定しておいてください。急ブレーキをかけた際

など、車内に転がり、大変危険です。
●車両シートベルトがチャイルドシート固定機能付きシートベルトの場合、固定機能を使用しないでください。お子

さまが締め付けられ危険です。  「シートベルトの種類と使用上の注意」（P6）を参照してください。
●車両シートベルトがたるんだ状態で使用すると、ベルトがお子さまの首にかかり、窒息するおそれがあり、危険で

す。ゆるみがないか確認してからご使用ください。
●車両シートベルトに傷がある座席には取り付けないでください。

■ハイバックモードの使い方
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■本体背面 ①

②

②

ランバー
サポート

ヘッドレスト

バックル
カバー

※一度タングをはずしてください。

■本体背面

肩ベルトカバー

連結ベルト

①バックルカバーをはずす。
②ランバーサポート、ヘッドサポートを使用
中の場合は、はずす。(P18 参照 )

●取りはずしたバックルカバー、
肩ベルトカバーなどは大切に
保管し、なくさないようにして
ください。注意

●肩ベルトカバー●バックルカバー ●ランバーサポート●ヘッドサポート

アドバイス

①本体背面の肩ベルトハンガーから左右の
幼児ベルトをはずす。

●本体正面から幼児ベルトをねじらないよう注意
しながら、ゆっくり引き抜いてください。

アドバイス

●肩ベルトカバーが引き抜きにくいときは、本体
正面から肩ベルトカバーの先端を肩ベルト通し
穴に押し込むようにし、本体背面から引き抜い
てください。

2 3②幼児ベルトを肩ベルトカバーから引き抜く。
＊肩ベルトカバーではなく、幼児ベルトのみを引いて
ください。

③幼児ベルトをタングから引き抜く。

本体背面から肩ベルトカバーを左右片方ず
つ引き抜き、取りはずす。
※左右の肩ベルトカバーは、本体背面で連結
　ベルトにてつながっています。

4

ハ
イ
バ
�
ク
モ
�
ド
の
使
い
方

ハ
イ
バ
�
ク
モ
�
ド
の
使
い
方

肩ベルトハンガー

肩ベルト
ハンガー

幼児ベルト

肩ベルト
カバー

②

①

①

＊取り付けは、取りはずしの逆の手順で行います。 幼児ベルトの取り付け

ハイバックモードへの変更の仕方

タング

③

幼児ベルト
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ハ
イ
バ
�
ク
モ
�
ド
の
使
い
方

ハ
イ
バ
�
ク
モ
�
ド
の
使
い
方

■座面底

バックル

バックル

①背もたれを取りはずし、座面カバー・ウレタン

を取りはずす。(P60参照 )

②幼児ベルトとバックルをカバーから引き抜く。

＊バックルからタングを外し、カバーから引き

抜いてください。引き抜いた後は必ずタング

を差し込んでください。

●バックルの収納

1

①バックルを座面中央のベルト収納穴から
底側に通す。

②底の溝に合わせ、バックルをはめ込む。2

＊取り出しは、収納の逆の手順で行います。 バックルの取り出し

ベルト収納穴

①
バックルを溝に
合わせはめ込む

裏面が見える
ように

②

注意
＊座面から背もたれを取りはずした状態

で（P16参照）、作業を行ってください。

ハイバックモードへの変更の仕方

●タングはバックルに差し込んだ

状態にしてください。
警告

幼児ベルト

バックル

タング

ベルト収納穴

②

①

①

②
●バックル、肩ベルトハン

ガー、幼児ベルトは本体座

面に収納します。取りはず

さないでください。また、取

り付け金具を取りはずした

り、位置を変更したりしな

いで下さい。本来の機能を

果たさず危険です。

警告

取り付け金具

破らないように
注意してください。
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ハ
イ
バ
�
ク
モ
�
ド
の
使
い
方

ハ
イ
バ
�
ク
モ
�
ド
の
使
い
方

●肩ベルトハンガーの収納

①肩ベルトハンガーを底面にまわす。 ②下側のアジャストベルトを肩ベルトハンガーの
センターのすき間に通す。

③肩ベルトハンガーをバックルの上に重ねながら、
アジャストベルトを引く。

警告

●アジャストベルトはゆるみがないよう、充分
引いてください。アジャストベルトがゆるんだ
状態で使用すると肩ベルトハンガーがはずれ
危険です。

　肩ベルトハン

ガーのセンター

のすき間を通る

ようにセットし

てください。

●収納方法を間違えると、
本来の機能を果たさな
い、または車両シートを
傷つけたりする事があり
ます。41〜44 ページの作
業をもう一度確認し、正
しくセットされているか
確認してください。

＊取り出しは、収納の逆の手順で行います。 肩ベルトハンガーの取り出し

肩ベルトハンガー

アジャストベルト

バックル

ベルトの通し
位置が違う

下側の
アジャスト
ベルト

①

②

③

ハイバックモードへの変更の仕方

バックルの向き
が違う

肩ベルトハンガー
の位置が違う

位置がズレない
ようにする

警告

警告
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カチッ

①

②

背もたれ
ジョイント
フック部

座面
ジョイント
シャフト部

ハ
イ
バ
�
ク
モ
�
ド
の
使
い
方

ハ
イ
バ
�
ク
モ
�
ド
の
使
い
方

幼児ベルトを巻き、座面中央のベルト収納穴
に押し込む。１

背もたれを取り付ける。(P16参照 )
①背もたれ下部のジョイント（フック部）を座面の
後部のジョイント（シャフト部）に上から差し込む。

②ゆっくりと背もたれを『カチッ』と音がするまで
起こす。

座面から背もたれを取りはずし、座面カバーを取りはずしてから（P60 参照）作業を行います。

●幼児ベルトの収納 ●背もたれを取り付ける

幼児ベルト

＊取り出しは、収納の逆の手順で行います。 幼児ベルトの取り出し ＊取りはずしは、取り付けの逆の手順で行います。 背もたれの取りはずし

ハイバックモードへの変更の仕方

座面カバー、ウレタンを取り付ける。(P60参照 )
①アームレストにカバー、ウレタンをかぶせる。
②座面カバー前方をかぶせる。
③4箇所あるゴムベルトを座面の底にかける。
④アジャストベルトを巻き、カバーの中に邪魔
　にならないように収納する。

2

①
③

アームレスト①
②

ゴムベルト

④

■座面

①
①
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15°

15 度前後
にする

倒しすぎの
背もたれ

ベルトガイド

タング

車両バックル

カチッ

タング

車両バックル

カチッ

車両シートベルト
（肩側）

車両シートベルト
（腰側）

警告

●ベルトガイドはハイバックモードで使用
します。チャイルドモードでは使用しない
でください。

警告

警告

注意

①座席のヘッドレスト
をはずせる場合は、
はずす。

②車両シートベルトの
高さが調節できる
場合は、最下段まで下
げる。

●お子さまの腕は必ず
車両シートベルトの
上に出してください。

１
ジュニアシートを車両の座席に置いて、車両
シートベルトを引き出す。

①車両シートベルト（肩側）をベルトガイド
に通す。（P49 参照。）

②車両シートベルト（腰側）を左右のアーム
レスト下側のベルト通し位置に通す。

③車両バックルにタングを『カチッ』と音
がするまでに差し込む。

2
一度タングをはずしておき、お子さまを深く座らせ、
車両シートベルトを引き出して、車両バックルに
タングを『カチッ』と音がするまで差し込む。

＊車両シートベルト（腰側）は、腰骨のできるだけ
低い位置にかかるよう調節して、腰部に密着させ
てください。

●座席の背もたれがリクライニングできる場合は、
ジュニアシートの背もたれ角度が 15 度前後になるよ
う調節してご使用ください。

　倒しすぎた状態で使用すると、衝突の際などにお子さま
の体が車両シートベルトの下をすり抜けたり、首に
ベルトがかかるおそれがあり、大変危険です。

＊角度チェックには、本書裏表紙の角度チェッカーをご
利用ください。

警告

●本製品は車両シートベルトで固定していない状態で
は不安定なため、お子さまが 1 人で乗り降りすると
転倒などによりケガなどをするおそれがあります。
必ず保護者の方が乗せ降ろしをしてください。

●図のような座らせ方では、ジュニアシートが本来の
機能を果たさず、危険です。

●座面と背もたれの間に衣服をはさむ
おそれがあります。ご注意ください。注意

●お子さまが乗っていないときも、固定
しておいてください。

ハ
イ
バ
�
ク
モ
�
ド
の
使
い
方

ハ
イ
バ
�
ク
モ
�
ド
の
使
い
方

車への取り付け方 お子さまの座らせ方

車への取り付け方 お子さまの座らせ方

体を左右どちらか
に傾けて座る。

立てひざ・中腰・
正座などをする。

前かがみになる。
のけぞる。

①

②
以下の点に注意し、ジュニアシートに深く座
らせてください。
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後頭部
ヘッドレスト上端
後頭部

１

警告

ベルトガイドを肩と同じ高さか、やや高めの位置にな
るように調節する。

●お子さまを座らせたとき、後頭部がヘッドレスト上端よ
り上に出る場合はハイバックモードでは使用しないでく
ださい。衝突などの際、本来の機能を果たさず危険です。

　ブースターモードでご使用ください。

●以上の項目をチェックして、しっかり取り付けられてい
ない場合は、もう一度 47〜49ページの手順で取り付け
をやり直してください。やり直してもしっかり取り付け
られない場合は、その座席では使用しないでください。
本来の機能を果たさず、危険です。

①ジュニアシートと車の座席との間に大きなす
き間がないこと。

②車両シートベルト（肩側）がベルトガイドを通り、
お子さまの首にかかっていないこと。また、確実
に肩にかかっていること。

③車両シートベルトがお子さまの体に密着して
いて、ゆるみ、たるみ、ねじれがないこと。

④車両シートベルト（腰側）がお子さまの腰骨の
できるだけ低い位置にかかっていること。

⑤車両シートベルトのタングが車両バックルに
確実に差し込まれていて、はずれないこと。

⑥車両シートベルトが左右のアームレスト下側の
ベルト通し位置を通っていること。

警告

●ベルトガイドの不適切な高さでの使用は
危険です。必ずお子さまの成長に合わせた
高さに調節してください。警告

●車両バックルの反対側
のベルトガイドを使用
してください。

ベルトガイドの正しい位置

低すぎる
肩と同じか、
やや高め

高すぎる

ハ
イ
バ
�
ク
モ
�
ド
の
使
い
方

ハ
イ
バ
�
ク
モ
�
ド
の
使
い
方

お子さまを座らせ、車両シートベルトを締め、①〜⑥を必ず確認してください。

ベルトガイドの調節の仕方

ベルトガイドの調節の仕方 ハイバックモードの取り付け完了チェック

ベルトガイド
ベルトガイド

ヘッドレスト

車両
バックル

車両シートベルト（肩側）を本製品のヘッド
レストにあるベルトガイドに通す。

お子さまの肩の高さに合わせてベルトガイド
の高さを調節する。
＊ヘッドレストの高さを変えることで調節
　します。

2
ヘッドレスト

アジャスタボタン

車両シート
ベルト
（肩側）

位
置

車両シート
ベルト
（肩側）

①②

③

④

⑤

⑥

ハイバックモードの取り付け完了チェック

お子さまの肩の高さに合わせてベルトガイド
の高さを調節します。

肩
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15°
15 度前後

にする
倒しすぎの
背もたれ

●チャイルドモードから変更する場合、先に38〜45ページの作業を行います。
●ハイバックモードから変更する場合、座面から背もたれを取りはずします。（P16参照）

ブ
�
ス
タ
�
モ
�
ド
の
使
い
方

ブ
�
ス
タ
�
モ
�
ド
の
使
い
方

アドバイス

体重条件

身長のめやす

年齢のめやす

使用方法

22kg以上〜36kg以下

117〜145cm

6才頃〜11才頃

幼児ベルトやバックルを収納し、背もたれを取り
はずして座面のみで使用します。
車両シートベルトでお子さまを直接拘束します。

①座席のヘッドレストを
はずしている場合は、
取り付ける。

②車両シートベルトの高さ
が調節できる場合は、
最下段まで下げる。

使用前の準備 ブースターモードへの変更の仕方

車への取り付け方

1
座面を車の座席に置いて、車両シートベルト
を引き出す。
①車両シートベルト（腰側）を左右のアーム

レスト下側のベルト通し位置に通す。
②車両バックルにタングを『カチッ』と音が

するまで差し込む。

2

●体重が 22kg 以上〜25kg 以下のお子さまは、ブースターモードで
も使用できますが、車両シートベルト（肩側）がお子さまの首にかかる
場合があるため、ハイバックモード（P37 参照）でのご使用をおすすめ
します。

警告

＊ヘッドレストを
 必ず取り付ける。

ベルト
通し位置 車両バックル

タング

①

②

カチッ

車両シートベルト
（肩側）

車両シートベルト
（腰側）

警告

注意
●お子さまが乗っていないときも、固定

しておいてください。

●座席の背もたれがリクライニングできる場合
は、背もたれ角度が 15 度前後になるよう調節
してご使用ください。

　倒しすぎた状態で使用すると、衝突の際などに
お子さまの体が車両シートベルトの下をすり
抜けたり、首にベルトがかかるおそれがあり、
大変危険です。

●本製品は 3 点式シートベルト専用です。2 点式シートベルトでは使用できません。
●お子さまが座っていないときでも、必ず車両シートベルトで固定しておいてください。急ブレーキをかけた際

など、車内に転がり、大変危険です。
●車両シートベルトがチャイルドシート固定機能付きシートベルトの場合、固定機能を使用しないでください。お子

さまが締め付けられ危険です。  「シートベルトの種類と使用上の注意」（P6）を参照してください。
●車両シートベルトがたるんだ状態で使用すると、ベルトがお子さまの首にかかり、窒息するおそれがあり、危険で

す。ゆるみがないか確認してからご使用ください。
●車両シートベルトに傷がある座席には取り付けないでください。
●本製品は車両シートベルトで固定していない状態では不安定なため、お子さまが 1 人で乗り降りすると転倒

などによりケガなどをするおそれがあります。必ず保護者の方が乗せ降ろしをしてください。

■ブースターモードの使い方
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ブ
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方

ブ
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ド
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使
い
方

警告

●お子さまの腕は、必ず車両シートベルトの上に出して
ください。

お子さまの座らせ方

お子さまの座らせ方

タング

車両バックル

カチッ

車両シートベルト
（肩側）

車両シートベルト
（腰側）

車両シートベルト
（肩側）

車両シートベルト
（腰側）

警告

●以上の項目をチェックして、しっかり取り付けられていない場合は、もう一度 52〜53 ページの手順で取
り付けをやり直してください。やり直してもしっかり取り付けられない場合は、その座席では使用しない
でください。本来の機能を果たさず、危険です。

ブースターモードの取り付け完了チェック

①②

③

⑤

④

⑥

＊車両シートベルト（腰側）は、腰骨のできるだけ
低い位置にかかるよう調節して、腰部に密着させ
てください。

①車の座席のヘッドレストが取り付けられている
こと。

②車両シートベルト（肩側）がお子さまの首にかかって
いないこと。また、確実に肩にかかっていること。

③車両シートベルトがお子さまの体に密着していて、
ゆるみ、たるみ、ねじれがないこと。

④車両シートベルト（腰側）がお子さまの腰骨の
できるだけ低い位置にかかっていること。

⑤車両シートベルトのタングが車両バックルに
確実に差し込まれていて、はずれないこと。

⑥車両シートベルト（腰側）が左右のアームレスト
下側のベルト通し位置を通っていること。

お子さまを座らせ、車両シートベルトを締め、①〜⑥を必ず確認してください。

ブースターモードの取り付け完了チェック

一度タングをはずしておき、お子さまを深く座らせ、
車両シートベルトを引き出して、車両バックルに
タングを『カチッ』と音がするまで差し込む。
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幼児ベルト

①

①
①

②

③

バックル

①

チ
�
イ
ル
ド
モ
�
ド
へ
の
戻
し
方

チ
�
イ
ル
ド
モ
�
ド
へ
の
戻
し
方

＊ハイバックモードの場合、座面から背もたれを
取りはずす。

　座面カバーを取りはずし（P60参照）、バックル、
幼児ベルトの取り付け金具が正しい位置に
セットしてあるか確認する。

　幼児ベルトをベルト収納穴から取り出す。

1 座面を裏返し、肩ベルトハンガーをはずす。2

バックルを溝からはずし、ベルト収納穴を通して
表に出す。3 ①アジャストベルトとバックルと幼児ベル

トを座面カバーの穴に通す。
②座面カバーとウレタンを取り付ける。
③バックルカバーを取り付ける。

4

アドバイス

●肩ベルトハンガーがはずれにくいときは、アジャスタ
ーレバーの奥側を押しながらアジャストベルト
をゆるめてからはずしてください。

●肩ベルトハンガーの座面への収納の仕方は、43
ページを参照してください。

■座面

■座面底

■座面底

バックルカバーを
取り付ける。注意

＊座面から背もたれを取りはずした状態で
（P16参照）、作業を行ってください。

ベルト収納穴

ベルト収納穴

幼児ベルト

ベルト収納穴

バックル

バックル

股ベルト

ハイバックモード（P37参照）やブースターモード（P51参照）から、チャイルドモード（P21参照）
に戻す場合、座面に収納されている幼児ベルトと肩ベルトハンガーを取リ出し、セットします。

警告

●取り付け金具を取りはずしたり、位置を変更
したりしないで下さい。本来の機能を果たさ
ず危険です。

幼児ベルトと肩ベルトハンガーの取り出し

幼児ベルトと肩ベルトハンガーの取り出し

取り付け金具

■チャイルドモードへの戻し方

※一度タングを
　はずしてくだ
　さい。
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■本体背面

肩ベルトカバー

連結ベルト

②

①
③

幼児ベルト バックルカバー

幼児ベルト

タング

肩ベルトカバー ■本体背面

肩ベルトハンガー

肩ベルトハンガー

④

④

＊ヘッドサポート、ランバーサポートはお子さま
の体形に合わせて任意に取り付けてください。
（P18 参照）

幼児ベルトの取り付け

チ
�
イ
ル
ド
モ
�
ド
へ
の
戻
し
方

チ
�
イ
ル
ド
モ
�
ド
へ
の
戻
し
方

＊ここからの作業は、バックルカバーと背もたれを
　取り付け（P16参照）てから、行います。

2 ①幼児ベルトを左右の差込タングに、ねじれ
ないように注意しながら通す。

②幼児ベルトを肩ベルトカバーに、ねじれがない
ように通す。

③幼児ベルトを本体背面に引き出す。

④左右の幼児ベルトを肩ベルトハンガーに取り
付ける。

チャイルドモード（P21参照）で使用する場合、
背もたれに幼児ベルトを取り付けます。

幼児ベルトの取り付け

1 ①本体背面から、肩ベルトカバーをお子さまに
適切な幼児ベルト通し穴に通す。

＊「幼児ベルトの高さ調節」（P21）を参照し
てください。

②肩ベルトカバーを背もたれ正面に引き出す。

注意

＊この作業は本体が不安定な状態になります
ので、座面から背もたれを取りはずした状態
で（P16参照）、作業を行ってください。

警告 必ず肩ベルトカバーを使用して
ください。

ゴム面が下
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＊取り付けは、取りはずしの逆の手順で行います。

お
手
入
れ
の
仕
方

お
手
入
れ
の
仕
方

ヘッドレストカバーの取りはずし

シートカバーの取りつけ

①ヘッドレスト上部背面にあるホックをはずす。
②カバーの上部から下へはずす。
③ベルトガイド部のゴムベルトをはずす。
④ヘッドレスト下部のゴムベルトをはずし、下方向
に引く。

「ヘッドサポートとランバーサポートの取り
付けと使い方」（P18）を参照してください。

幼児ベルトの収納と取り出し

「ハイバックモードへの変更の仕方」（P38）を
参照してください。
「幼児ベルトと肩ベルトハンガーの取り出
し」（P55）を参照してください。

アドバイス

●ヘッドレストカバーのベルトガイド部と下側は
ゴムベルトで固定されています。

背もたれカバーの取りはずし

①背もたれにある左右3ヶ所ずつ計6ヶ所のホック
をはずす。

②背もたれカバーを斜め下方向に引き抜く。

あらかじめ、幼児ベルトを引き抜き（P38参照）、座
面から背もたれを取りはずしてから（P16参照）、シ
ートカバ−を取りはずします。

ヘッドサポートとランバーサポートの取りはずし

ホック

ベルトガイド

ゴムベルト溝（裏側）

ヘッドレストカバー
②

②

①

①

① ①

①

③

③

④

④

ホック

背もたれカバー
ヘッドレストカバー

ゴムベルト

■お手入れの仕方
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幼児ベルト

バックル

シートカバーなどの縫製製品の洗い方
●肩ベルトカバー・シートカバー・バックルカバーは水
またはぬるま湯で押し洗いしてください。

●脱水はさけ、タオルなどで押し絞りし、風通しのよい日
かげに干してください。

●樹脂部は水または、から拭きしてください。
●掃除機などで、ほこりやごみを取ってください。
●飲み物など、しみの残りやすいものをこぽしたときは、

乾かないうちに拭き取ってください。
●ガソリン・シンナーのご使用は、表面の生地や樹脂を

いためますので、絶対におやめください。

※蛍光増白剤を含まない洗剤を使用してください。
※洗濯機、脱水機、乾燥機は使用しないでください。

お手入れの仕方

洗濯方法 日常のお手入れ方法

警告

●中性洗剤を原液で使用したり、ガソリン、
ベンジンなど有機溶剤の使用はおやめく
ださい。本体および幼児ベルトをいためる
おそれがあり危険です。

座面カバーの取りはずし

①座面を裏返してゴムベルトをはずす。 ②座面を表にし、座面後方からアームレストカバー
を取りはずし、座面カバー全体を取りはずす。

③ベルト通し穴から幼児ベルトとバックルを引き
抜く。

ゴムベルト

腰ベルト

アームレスト

②

③
③ ③

②

②

①

①

①

①
お
手
入
れ
の
仕
方

お
手
入
れ
の
仕
方

＊取り付けは、取りはずしの逆の手順で行います。 座面カバーの取りつけ

ゴムベルト
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保管／廃棄の仕方

製品仕様

保
管
／
廃
棄
の
仕
方

保管 廃棄

製品サイズ
W440×D480×H695
製品重量
本　　　体…5.4kg
材　質
本　　　体…PE
シートカバー…表／ポリエステル　裏／ウレタン

本　体
長期間使用しない場合は、車から降ろし、お子さまの手が届
かず、風通しの良い場所で直射日光を避けて保管してくだ
さい。

取扱説明書
こ使用前に必ず本書を読み、十分ご理解の上、座面カバー側面
のポケットに保管してください。 （P4 参照）

●お住まいの各自治体の規定にしたがって処分、廃棄して
ください。

●衝突事故や製品を落下させるなど、一度でも強い衝撃
を受けたチャイルドシートは、外見に破損がなくても
絶対に使用しないでください。処分する場合は、本製品が
再利用されないようシートカバーなどをはずして、廃棄
してください。

チャイルド＆ジュニアシート 保　証　書

保証規定

●お買い上げ後、商品名、お買い上げ日、お客様名、販売店名をただ
　ちにご記入願います。

保証期間　　お買い上げ日より１年間（ただし保証規定による）

商品名

シリアルNo.（座面の底面部に貼ってあるシールに記載されています）

お買い上げ日
年　　　　　月　　　　　日

お
客
様

販
売
店

お名前

ご住所（〒　　　　　　）TEL

店名

住所（〒　　　　　　） TEL

１．このチャイルド&ジュニアシートの保証期間は、お買い上げ日より１年間です。
２．保証期間内に正常な使用状態において、万一故障した場合には無料で修理い

たします。
３．保証期間内であっても次のようなものは有料修理になります。

４．一度ご使用になった製品は、原則としてお取り替えできません。
５．衝突事故等、一度でも強い衝撃を受けた製品の修理はできません。
６．本書は日本国内においてのみ有効です。
７．製造中止後の製品については必要部品の在庫がなくなった場合、修理でき

ないこともあります。

この保証書は、本書記載内容で無料修理を行うことをお約束するものです。　お買い上げの日から下記保証期間中に製品の故障が発生した場合は、
本書をご提示の上、当社お客様相談室、または、お買い上げの販売店にお問い合わせください。

万一故障が生じました場合は保証書をご提示ください。本書は、再発行いたし
ませんので、大切に保管してください。

この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無償修理をお約束
するものです。
従ってこの保証書によりお客様の法律上の権利を制限するものではありま
せんので、保証期間経過後の修理などについてご不明の場合は、当社お客様
相談室、またはお買い上げの販売店にお問い合わせください。

・落下等の衝撃によるプラスチック部品の破損。
・シートカバー等、縫製部品の傷や破れ。
・お客様の誤使用、または改造や不当な修理による故障及び損傷。
・火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変による故障及び損傷。
・本書にお買い上げ日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句を

書き換えられた場合。
・本書のご提示がない場合。
・一般家庭以外で、業務用やレンタル等でご使用され故障した場合。
・有料修理の場合に要する運賃等の諸経費。

〒496-0911  愛知県愛西市西保町南川原 68-1　
お客様相談室　TEL.（0567）27-0173
受付時間　月曜日〜金曜日（祝日・弊社指定休日は除きます）AM10:00~12:00   PM1:00~5:00

※製品には万全を期しておりますが、万一不都合な点がございました
らお客様相談室へご連絡ください。

※製品の性能向上のため、予告なく仕様を変更することがあります。
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グレーのラインを「背もたれカバー」に合わせる
グレーのラインを「背もたれカバー」に合わせる

チャイルドモード（P21 参照）、ハイバックモード
（P37参照）での取り付けで、適正角度のめやすとして
お使いください。
※左右どちらから見ても構いません。

①
本
書
上
下
の
グ
レ
ー
の
ラ
イ
ン
を
背
も
た
れ

カ
バ
ー
に
合
わ
せ
ま
す
。

②
赤
い
ラ
イ
ン
が
垂
直
に
な
る
角
度
（
約

15
度
）

が
取
り
付
け
の
め
や
す
で
す
。

本
体

右
本

体
左

角度チェッカー
本 体 左
か ら 見
た と き
� こ の
赤 い ラ
イ ン を
垂 直 に
す る �

本 体 右 か ら 見 た と き � こ の 赤 い ラ イ ン を 垂 直 に す る �

〒496-0911  愛知県愛西市西保町南川原 68-1　
お客様相談室　TEL.（0567）27-0173
受付時間　月曜日〜金曜日（祝日・弊社指定休日は除きます）AM10:00~12:00   PM1:00~5:00

座
席
の
背
も
た
れ
が
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
で
き

る
場
合
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
背
も
た
れ

角
度
が

1
5
度
前
後
に
な
る
よ
う
調
節
し
て

ご
使
用
く
だ
さ
い
。

1
5
°

1
5
°

1
5
°

1
5
°
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